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私たち、小山市家庭教育支援チーム「かざぐるま」は、就学時健診、ＰＴＡ研修、授業参観など、保護者の方々が集

まる多くの機会を利用して、保護者の方同士の話し合いの中から、子育てに関する気付きを得る、【親学習プログラム】

を実施しています。 
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小山市教育委員会 生涯学習課内 

あるお母さんのお話です… 

―私は自分が母にされたことで嫌だったことは、子どもにしないようにしています。 

・根掘り葉掘り聞かない。 

・お友だちや先生を悪く言わない。 

・できないことを怒らない。 

・子どもの“気持ち”を否定しない。  

母は「反面教師」です。 

 

 

「過干渉な親」とは、子どもに自分の考えを押し付け、自分の意思に過度に従わせようとする親のことです。 

もちろん、「命を守るため」「安全に過ごすため」「人を傷つけないため」など、親が子どもの行動を強く制限しなけ

ればならない場面や時期がありますが、そうではないことで、子どもの意思や判断を極端に制限することは、  

結果的に子どもの自立を妨げたり、視野を狭めたりすることにつながります。 

 
 

啐

 

子どもが興味・関心をもって自分から学びたい、やってみたいと一歩踏み出した時、 

そのタイミングを捉えてその意欲に寄り添ってあげることが何よりも大切ということです。 
 

お子さんが感じたことを話したときに、共感できないこともあるでしょう。 

そんな時は否定せずに「○○ちゃんはそう感じるんだね～」と、そのままを受け止めてあげたり、 

何かできないことがある場合は、責めたり命令したりせずに「こうしてみたらどう？」と 

具体的なアドバイスをしてみてはいかがでしょうか。 

 

 

「啐（そつ）」とは、卵の中の雛が、 

「もうすぐ生まれるよ」と内側から殻をつつく音で、 

「啄（たく）」とは、そんな卵の変化に気づいた親鳥が、 

「ここから出てきなさい」と外側から殻をつつく音です。 

この双方が同時に行われることが人の成長にはとても大切だ、 

という禅語です。 

 



★家庭教育支援チーム・親学習プログラム等についてのお問い合わせ 
 

小山市教育委員会 生涯学習課  
Tel 0285-22-9665 Fax 0285-22-9116 
Mail：d-gakusyu@city.oyama.tochigi.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

子育てのお悩み聞きます！「おしゃべり会」 
 

「かざぐるま」が実施する、保護者の方とチームメンバーとのおしゃべり会です。子育てについての悩みや気に

なること（例えば、発達・健康・学校・その他）をおしゃべりしたり、自由に交流しませんか？ 

チームのメンバーはもちろん、集まった保護者同士で新たな出会いがあるかもしれません。 

明るい雰囲気の中、ゆったりとした時間を過ごしましょう。 
 

【日時】毎月第２火曜日午前１１時～ 【場所】小山第一小学校北校舎１階こどもふれあい教室 

【対象】子育て中の保護者の方 

【お申込み（要予約）・お問合せ】小山市教育委員会生涯学習課：０２８５－２２－９６６５  

/ おやまっ子子育てナビ予約システム（右：バーコード） 

 

 

ああ 

 

小 山 市 青 少 年 相 談 室 （小山市教育委員会生涯学習課） 
 

幼児から２０歳までのお子様の教育・子育てなどの心配ごとについて、 

お子様自身や保護者の皆様がご相談できます。 
 

◇面接相談【要予約】 ０２８５－２５－４００２（月～金９時～１７時） 

◇電話相談         ０２８５－25－４００６（月～日１０時～１７時） 

 

今までに発行した 

「かざぐるま通信」は、 

こちらからご覧いただけます。 
 

「かざぐるま」について・・・ 

栃木県総合教育センター主催の「家庭教育支援

プログラム指導者研修」を修了したメンバーで  

活動しています。 

保護者向けワークショップ（右）を実施するほか、

子育ての悩みを相談したり、自由に楽しくメンバー

と交流できる「おしゃべり会」も開催しています。 

「親学習プログラム」について・・・ 

栃木県教育委員会が作成した、一連の話合いワークショップ

プログラムです。どの家庭にもありそうなエピソードをもとに、

保護者同士和気あいあいと楽しく交流できる場を提供します。 

〈プログラム例〉 

「ほめられるって、どんな気持ち？」…体験型プログラム 

「子どものいいところを伸ばそう」…エピソード型プログラム 

ご紹介する絵本のタイトルにある「音楽」 

皆さまの毎日の生活とともに、食事をするように、シャワーを浴びるように… 

耳にしている”音楽” ですが 
 

そもそも、音楽って、なんなんだろう？ 

どうやってはじまったんだろう？ 

誰にとっても身近な「音楽」そのものについて、思いをはせてみませんか？ 

きっと、音楽のことがもっと好きになりますよ！ 
 
 

『音楽ばんざい！』 

作/ レ・シャ・プレ 

訳/ 石津ちひろ 

（ほるぷ出版、1997） 

の紹介『音楽ばんざい！』 


